
【重要】オンデマンド講習の視聴における注意点について 

 

浄化槽管理士及び浄化槽設備士オンデマンド講習では、指定された視聴期間内にすべての講義

動画（浄化槽管理士 80 時間＊１、浄化槽設備士 37 時間＊２）を視聴し、システム上で「修了」の要

件を満たさないと、後日対面で実施される考査や効果評定を受験することができません。 

 受講者のログイン時間や視聴時間及び受講状況等は、当教育センターにおいてシステムにより

確認しており、以下に該当するものは「不適切受講、なりすまし受講（不正受講）」とみなします。 

 不適切受講、なりすまし受講（不正受講）と認めた場合は、たとえ視聴を修了しシステム上

「修了」であっても、受講者本人に連絡のうえ、再度視聴（「未修了」の状態に戻す）してい

ただくことになります。 

なお、講習期間（視聴期間）後の不適切受講、なりすまし受講（不正受講）と認められた場合

は、その時点で失格となり、その後の考査及び再考査、効果評定の受験はできませんので、ご注

意ください。 

 

【不適切受講、なりすまし受講（不正受講）に該当する状況】 

・ 運転中の視聴 

・ 歩きながらの視聴 

・ テレビを観ながらの視聴 

・ ゲームをしながらの視聴 

・ 別のブラウザを立ち上げながらの視聴 

・ 飲酒や喫煙をしながらの視聴 

・ 携帯電話やスマートフォン等を使用しながらの視聴 

・ 受講者本人以外の者の視聴（画面に受講者本人の録画動画等を流す行為も、なりすまし受講

（不正受講）となります。） 

・ その他、受講にふさわしくない状況での視聴 

 

浄化槽管理士及び浄化槽設備士の講習は、オンデマンド（動画配信）形式で実施されますが、

これらは国家資格を取得するための公的な法定講習であることを理解し、くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【連絡先】 

 公益財団法人日本環境整備教育センター 

 事業企画グループ講習担当 

 電話：03-3635-4882 

 Mail：kyohmu＠jeces.or.jp 

※１浄化槽管理士講習の「80 時間」は、浄化槽法第 45 条第１項第２号基づき、環境省関係

浄化槽法施行規則第 41 条の講習科目等に示された時間数の合計です。 

※２浄化槽設備士講習の「37 時間」は、浄化槽法第 42 条第１項第２号基づき、浄化槽設備

士に係る講習等に関する省令第１条の講習科目等に示された時間数の合計です。 


